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　表１のバランスシートでは、町が

これまで整備した学校・道路等の保

有状況やこれらを整備するために借

り入れた負債の状況などが分かりま

す。借方には町が保有している「資

産」、貸方にはその資産を形成する

ために要した「負債」や「正味資産

（民間企業の資本にあたるもの）」が

表示されています。

　平成１９年度末現在の「資産」は、

２５５億４，８４９万２千円。このうち、庁

舎・学校・道路等の有形固定資産は、

２２８億２，２３２万円で、８９�を占めてい

ます。これらの資産を形成するため

に要した地方債は５８億１，５４１万８千

円（固定負債における地方債５３億

３，８８８万７千円と流動負債における

翌年度償還予定額４億７，６５３万１千

円の合計）、正味資産が１６８億４，９８９

万５千円となっています。

　「資産」は、昨年度より６億３，３０１

万４千円減少、負債は１１億８，１８７万

４千円増加、正味資産は１８億１，４８８

万８千円減少しています。

　資産のうち、有形固定資産は、葉

山小学校体育館の耐震工事等による

増加分から減価償却した分を差し引

いた結果、昨年度より２億６，８４５万

１千円減少しています。一方、投資

等における基金（公共公益施設整備

基金や下水道整備事業のための都市

計画事業整備基金等が該当。財政調

整基金は流動資産の現金・預金に含

まれます）は、２億３，４４４万８千円減
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（＊）平成２０年３月３１日現在住民基本台帳人口３３，０８９人を用いています。

金 額
項 目

対前年度増減

１，３５７，６１１４，１３８，２３４【人にかかるコスト】（行政サービスの担い手である職員に要するもの）
６６，３６２２，６５５，３８５（１）人件費

１，２９１，２４９１，４８２，８４９（２）退職給与引当金繰入等
５２，４１０２，８１２，７６０【物にかかるコスト】（地方公共団体が最終消費者となっているもの）
６８，４４０１，８７２，２２４（１）物件費
△８，４８７４２，３７３（２）維持補修費
△７，５４３８９８，１６３（３）減価償却費
△６１，５２７２，６９０，１６１【移転支出的なコスト】（他の団体に移転して効果がでてくるようなもの）
５７，６６４７０５，１２１（１）扶助費
１３，４７５３７９，７３１（２）補助費等
△９４，３４８１，５６６，９０８（３）繰出金
△３８，３１８３８，４０１（４）普通建設事業費（他団体等への補助金等）
１２，００４１６７，１２０【その他のコスト】
４，０３２４，０３２災害復旧事業費
△４，４０７１１８，９９７公債費（利子分）
１２，３７９４４，０９１不納欠損額

１，３６０，４９８９，８０８，２７５行政コスト合計 Ａ
３９，０３９２９６，４２１（＊）町民一人当たりの行政コスト（単位：円）
△１６，４４３３３６，９２２【使用料・手数料等】
８６，７７９７２６，３４３【国庫（県）支出金】
５，７０１６，７７９，８４５【一般財源】
７６，０３７７，８４３，１１０収 入 合 計 Ｂ
△１７９１２４，３２１【正味資産国庫（県）支出金減価償却額】 　　　Ｃ

△１，２８４，６４０△１，８４０，８４４差引一般財源等増減額（Ｂ－Ａ＋Ｃ）
△３８，６８７△５５，６３３（＊）町民一人当たりの差引一般財源等増減額（単位：円）

表２　行政コスト計算書 （平成１９年４月１日～平成２０年３月３１日）

表１　バランスシート　普通会計（一般会計） （平成２０年３月３１日現在）
（単位：千円）

借 方
金 額

項 目
対前年度増減

△６３３，０１４２５，５４８，４９２【資産の部】
（町が保有している資産）

△２６８，４５１２２，８２２，３２０１．有形固定資産
（庁舎・学校・道路等）

△２６８，４５１１５，６３８，９４５（１）建物等
０７，１８３，３７５（２）土地

△２９３，４４３１，２５６，８０８２．投資等
（投資その他の資産等）

４９２６７，５８０（１）投資及び出資
金

０３，０００（２）貸付金
△２３４，４４８１，０１７，７３８（３）基金

△５９，４８７１６８，４９０（４）退職手当組合
積立金

△７１，１２０１，４６９，３６４３．流動資産
（現金・預金・債権）

△６２，８２６１，０３０，６６８（１）現金・預金
△８，２９４４３８，６９６（２）未収金

△６３３，０１４２５，５４８，４９２資 産 合 計

貸 方
金 額

項 目
対前年度増減

１，１８１，８７４８，６９８，５９７【負債の部】
（町が負っている債務）

１，２０７，３３４８，２２２，０６６
１．固定負債
（１年を超えて返
済する債務）

△７８，９３１５，３３８，８８７（１）地方債

１，２８６，２６５２，８８３，１７９（２）退職給与引当
金

△２５，４６０４７６，５３１
２．流動負債
（１年以内に返済
する債務）

△２５，４６０４７６，５３１（１）地方債翌年度
償還予定額

△１，８１４，８８８１６，８４９，８９５

【正味資産の部】
（企業の資本金にあ
たるもの）
（国・県からの補助
金、一般財源等）

△６３３，０１４２５，５４８，４９２負債・正味資産合計
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　バランスシートが過去に取得した

資産や負債等の状況を明らかにする

ものに対して、表２の行政コスト計

算書は、資産形成につながらない１

年間の町民の皆さんに提供した行政

サービス活動にどれだけコスト（費

用）がかかり、それを当該年度の収

入（バランスシートの資産形成に充

てた分を除く）でどう賄ったのかを

表しています。

　平成１９年度の行政コストは９８億

８２７万５千円で、昨年度より１３億６，０４９

葉山町役場　〒２４０－０１９２　葉山町堀内２１３５　�０４６－８７６－１１１１（代）　� ０４６－８７６－１７１７（代）
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少しています。

　「負債」では、地方債（固定負債

における地方債と流動負債における

翌年度償還予定額の合計）が１億４３９

万１千円減少しています。前述した

施設建設等の費用の財源の一部とし

て地方債を借り入れたことに加え、

交付税の財源不足を補うための振替

財源として臨時財政対策債を特例で

発行したことによるものです。

　また、固定負債の退職給与引当金

については、年度末に全職員が退職

したと想定した場合に必要となる退

職金で昨年度より１２億８，６２６万５千

円の増となっています。これは今年

度から算出方法を変更し、財政健全

化法の施行に伴う将来負担比率の算

出過程で用いる退職手当負担見込額

と同額を計上したことによるもので

す。従来の算出方法で算出した場合

は、５２０万１千円増で０．３�の伸びと

なります。
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　地方公共団体は、普通会計（一般

会計）で行う事業の他に下水道事業

や介護保険事業等、地域に密着した

様々な事業を行っています。表３

は、そのすべての活動をまとめた葉

山町全体のバランスシートです。

　対象の会計は、普通会計（一般会

計）、公営事業会計（国民健康保険特

別会計、老人保健医療特別会計、介

護保険特別会計、下水道事業特別会

計）と土地開発公社です。

　町全体のバランスシートでは、資

産総額は４９１億８，５２７万３千円、負債

合計は１９２億５，３０３万６千円、正味資

産合計は２９９億３，２２３万７千円となっ

ています。

　普通会計（一般会計）と町全体の

バランスシートの比較は、表４のと

おりです。

　特徴的なのは、（A）／（B）の比率

が、資産で１．９３倍なのに比べ負債で

２．２１倍と、負債の増加率が高いこと

です。これは、下水道事業における

地方債の発行によるもので、普通会

計（一般会計）のみの場合と比べ、

これまでの世代による負担比率は大

きく減少し、将来世代による負担が

増えています。

万８千円増加しています。また、町民

一人当たりのコストは２９万６，４２１円で、

昨年度より３万９，０３９円増加してい

ます。全体の収支では１８億４，０８４万４

千円不足で、町民一人当たりでは５

万５，６３３円の不足となっています。

表４　普通会計と町全体のバランスシートの数値比較

借 方

金 額
項 目

うち普通会計

２５，５４８，４９２４９，１８５，２７３【資産の部】
（町が保有している資産）

２２，８２２，３２０４５，３０６，３９４
１．有形固定資産
（庁舎・学校・道路・
下水道施設等）

１，２５６，８０８１，４４９，８８１
２．投資等
（投資その他の
資産等）

１，４６９，３６４２，４２８，９９８３．流動資産
（現金・預金・債権）

２５，５４８，４９２４９，１８５，２７３資 産 合 計

貸 方

金 額
項 目

うち普通会計

８，６９８，５９７１９，２５３，０３６【負債の部】
（町が負っている債務）

８，２２２，０６６１８，３２３，１９７
１．固定負債
（１年を超えて返
済する債務）

４７６，５３１９２９，８３９
２．流動負債
（１年以内に返済
する債務）

１６，８４９，８９５２９，９３２，２３７

【正味資産の部】
（企業の資本金にあたるもの）
（国・県からの補助金、一般
財源等）

２５，５４８，４９２４９，１８５，２７３負債・正味資産合計

表３　町全体のバランスシート （平成２０年３月３１日現在）

（単位：千円）

（単位：千円）

　町では、財政状況をより分かりやすく示

すために、平成１９年度の行政活動の結果に

ついて、総務省方式による企業会計手法を

活用した普通会計（一般会計）と町全体の

バランスシート（特別会計等を含むもの）

と行政コスト計算書を作成しました。

　バランスシートと行政コスト計算書は、

町ホームページでもご覧いただけます

（http://www.town.hayama.lg.jp/zai-

sei/joukyou_２.html）

問合せ　財政課　�内線３２１、３２２

（Ａ）／（Ｂ）普通会計（Ｂ）町全体（Ａ）

１．９３倍２５，５４８，４９２４９，１８５，２７３資産合計
１．９９倍２２，８２２，３２０４５，３０６，３９４（有形固定資産ａ）
２．２１倍８，６９８，５９７１９，２５３，０３６負債合計
１．７８倍１６，８４９，８９５２９，９３２，２３７正味資産合計（ｂ）
―７３．８％６６．１％これまでの世代による負担比率（ｂ／ａ）


